
2021 年度森泰吉郎記念研究振興基⾦研究者育成費成果報告書 
 

研究課題名: 「競技⼒向上に効果的なアナロジー・オノマトペの検討」 
 

政策・メディア研究科修⼠ 1 年 ⼩⽵珠利亜 
julijuli9811@keio.kp 

 
 
はじめに 

 私はアスリートの保有するアナロジー（⽐喩表現）やオノマトペ（擬⾳語）の効果を検

討している。「名選⼿、名監督にあらず」とは広く⾔われていることであるが、競技⼒の

⾼いアスリートには、彼ら特有の⾝体感覚があることが判明しており(例えば⽇本記録を叩

き出した⼭縣亮太選⼿であればクラウチングスタートの際に 2,3 歩前にあるゴミを拾うな

どというようなイメージを持っている)、彼らの動きには我々にも適⽤できる何かしらの合

理性が内在していると考えられている。実際に、私はアスリートのフォーム指導をする機

会があり、腰が落ちている（抜けている）アスリートに対して、いくら「腰を⾼くして」

とアドバイスを与えても効果は全く⾒られなかったにもかかわらず、⽇本トップレベルの

競技⼒を保有する指導者の⽅を招いて指導していただき、「頭から⽷で吊るされるイメー

ジ」と指⽰されたところ、アスリートの動きが劇的に変化した。また私が⾼校⽣の頃、県

の選抜合宿に参加した際にも強豪校の先⽣から「タタンって踏み切って」「グッと押し

て」などオノマトペを多く⽤いた指導を受けたことを思い出した。これらの経験からトッ

プアスリートの感覚を別の競技者に上⼿く伝達することが出来れば、⾮熟達者のパフォー

マンス向上に効果が期待出来るのではないかと仮説を⽴てた。しかしながら、現在トップ

アスリートの持つ⾝体知を体系的に調査されたものは極めて少ない。そこでトップアスリ

ートの⾝体感覚を収集し、熟達化の鍵となる特徴や傾向を⾒つけ出すことを⽬標としてい

る。 

 

 

 本研究は今後学会発表をする予定なので、詳細な結果報告に関しては控えさせていただ

きます。ご理解いただきますよう、宜しくお願い致します。 

 

 

 



 

研究概要 

 アスリートのアナロジー及びオノマトペの把握、また競技レベル、競技特性別のアナロ

ジー・オノマトペの傾向や特徴を検討することを⽬的としてアンケート調査を実施した。

対象は世界⼤会優勝経験を持つアスリートから⾮熟達者まで様々なレベル・専⾨種⽬のア

スリート 847名である。分析には、松尾ら(2010)や⾦掘ら(2012)の先⾏研究を参考に内容

分析や⽐率の差の検定を⽤いた。結果、競技レベルで⽐較したところ熟達者（全国⼤会出

場レベル以上）の⽅がアナロジー及びオノマトペを保有していることが判明した。更にア

ナロジーに関しては、熟達者ほど external focusに意識を向けたアナロジーを使⽤してい

ることが明らかになった。 
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今後の展望 

 今後は、トップアスリートの保有するアナロジー及びオノマトペを実際に⾮熟達者に与

えることでどのような効果がみられるのかを、⾏動⾯、⽣理⾯、⼼理⾯という多⾓的指標

から検討したいと考えている。本研究は、指導者に恵まれない環境で取り組むアスリート

にとっても参考になると考えている。更にアナロジーやオノマトペの効果が検証されれ

ば、他競技でもトップアスリートの持つ⾝体感覚が重要視され、体系的な調査がより進

み、スポーツ界全体の競技⼒向上に繋がる可能性が考えられる。本研究はその先駆けとな

るものであると期待している。 
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